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特 集 ／ 茨 城 県 議 会 正 ・ 副 議 長 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

未 来 見 据 え た 県 土 づ く り 推 進子 ど も を 産 み 育 て や す い 環 境 に

　

－ 副 議 長 就 任 の 抱 負 を

　
人 口 減 少 が 進 む 中 、 地 域 の 活

力 を 高 め て い く に は 子 ど も を 産み や す い 環 境 づ く り や 交 流 人 口の 拡 大 、 定 住 促 進 を 図 っ て い く必 要 が あ る 。 県 民 誰 も が 安 心 して 安 全 に 暮 ら せ る 社 会 を 実 現 する た め 、 医 療 や 福 祉 、 治 安 、 防 　

－ 議 長 就 任 の 抱 負 を

　
人 口 減 少 や デ ジ タ ル 化 な ど 、

大 き な 変 化 の 時 代 の 中 で 、 未 来を 見 据 え た 県 土 づ く り を 力 強 く推 進 し て い か な け れ ば な ら ない 。 県 議 会 で は 議 員 提 案 に よ る
2 8の 政 策 条 例 を 制 定 す る な ど 、

こ れ ま で 積 極 的 な 政 策 立 案 を

災 な ど 、 命 と 財 産 を 守 る 生 活 基盤 を 築 い て い く こ と も 大 切 。 また 、 近 年 は 自 然 災 害 が 頻 発 化 ・激 甚 化 し て お り 、 道 路 の 補 修 や河 川 の 改 修 な ど に も 全 力 で 取 り組 ん で い か な け れ ば な ら な い 。　
こ う し た 課 題 が 山 積 し て お

り 、 副 議 長 の 職 責 の 重 大 さ を 痛 行 っ て き た 。　
議 会 は 二 元 代 表 制 の 一 翼 を 担

う 存 在 。 執 行 部 と 互 い の 役 割 を尊 重 し つ つ 、 緊 張 感 の あ る 関 係を 保 ち な が ら 、 地 方 議 会 に 与 えら れ た 意 思 決 定 機 能 や 監 視 機 能を 最 大 限 に 発 揮 す る と と も に 、県 民 の 皆 さ ま の 負 託 に 的 確 に 応

感 し て い る 。 西 野 議 長 を 補 佐 しな が ら 、 県 政 発 展 に 向 け て 、 県民 の 皆 さ ま の 声 を し っ か り と 県政 に 反 映 で き る よ う 、 円 滑 な 議会 運 営 に 努 め て い く 。　

－ 特 に 注 力 し た い こ と は

　
少 子 高 齢 化 対 策 は あ ら ゆ る 社

会 経 済 領 域 に 関 わ る 最 重 要 課題 。  「 日 本 一 子 ど も を 産 み 育 てや す い 県 」 の 実 現 に 向 け 、 結婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 希 望 が 叶 う社 会 制 度 を 整 備 し て い く 。 子 育て 世 代 の 支 援 の た め に は 、 安 定し た 雇 用 の 創 出 、 仕 事 と 子 育 てが 両 立 で き る 労 働 環 境 の 整 備 、女 性 活 躍 や 働 き 方 改 革 の 推 進 など も 不 可 欠 だ 。　
本 県 は か つ て 常 陸 国 と 呼 ば れ

え 、 福 祉 の 向 上 や 県 勢 の 発 展 に取 り 組 ん で い く 。　
議 長 と し て 今 ま で 以 上 に 県 民

一 人 一 人 の 声 を 真 摯 に 受 け 止め 、 地 域 の 声 を 県 政 に 反 映 し 、県 全 体 の 発 展 に つ な げ ら れ る よう 、 公 正 、 円 滑 な 議 会 運 営 に 努め 、  『 一 燈 照 隅 』 を 胸 に 、 明 るい 社 会 を 築 い て い き た い 。　

－ 特 に 注 力 し た い こ と は

　
ま ず は 物 価 高 騰 対 策 。 物 価 上

昇 を 上 回 る 賃 金 上 昇 を 実 現 し 、消 費 拡 大 に つ な げ 、 成 長 と 分 配の 好 循 環 が 確 実 に 回 り だ す よ うに す る 必 要 が あ る 。 戦 略 的 な 企業 誘 致 や 国 内 外 か ら の 旺 盛 な 観光 需 要 の 獲 得 な ど 、 県 民 所 得 のさ ら な る 向 上 や 物 価 高 対 策 に つ

て い た よ う に 、 豊 か な 自 然 に 恵ま れ て お り 、 そ れ 自 体 が 地 域 資源 と も 言 え る 。　
行 政 ・ 民 間 ・ 地 域 が 一 体 と

な っ て 地 域 資 源 の 魅 力 を 磨 き 上げ 、 観 光 振 興 な ど 楽 し く 稼 げ る取 組 に つ な げ て い く こ と が 、 持続 可 能 な 地 域 振 興 に と っ て も 重要 だ ろ う 。　
私 の 地 元 、 石 岡 市 で は ３ ０ ０

年 続 く お 祭 り が あ る 。 毎 年 、 県内 外 か ら 多 く の 人 が 集 ま る が 、県 内 外 の 観 光 客 に Ｐ Ｒ す る 取 組が 観 光 振 興 や 地 域 振 興 に つ なが っ て い る 。　
地 域 の 祭 り は 、 将 来 を 担 う 子

ど も た ち の た め 、 と い う 側 面 を持 つ 。 世 代 間 の 交 流 や 対 話 が 生ま れ 、 支 え 合 い な が ら 楽 し く 暮 な が る 政 策 を 知 事 と と も に 推 し進 め て い き た い 。　
保 健 医 療 ・ 福 祉 政 策 と し て

は 、 昨 年 、 県 議 会 で は 議 員 提 案の 『 茨 城 県 健 康 長 寿 日 本 一 を 目指 す 条 例 』 を 制 定 し た 。 条 例 の趣 旨 で あ る 「 ウ ェ ル ビ ー イ ン グで 生 き 生 き と 暮 ら し 活 躍 で き る地 域 社 会 の 実 現 と 健 康 寿 命 の 延伸 」 に 向 け た 取 組 を 継 続 す る 。　
激 甚 化 ・ 頻 発 化 す る 自 然 災 害

対 策 も 大 切 だ 。 昨 年 の 能 登 半 島地 震 や 台 風 第

1 0号 、 本 県 で も 東

日 本 大 震 災 や 令 和 元 年 東 日 本 台風 な ど 、 自 然 災 害 は 甚 大 な 被 害を も た ら す 。 県 民 の 皆 さ ま の 生命 と 財 産 を 守 る た め 、 国 の 防災 ・ 減 災 、 国 土 強 靭 化 の た め の５ か 年 加 速 化 対 策 を 最 大 限 に 活

ら し て い く た め の 大 き な 力 とな っ て い る 。　
観 光 振 興 に は 広 域 交 通 ネ ッ ト

ワ ー ク の 充 実 が 欠 か せ な い 。 圏央 道 ４ 車 線 化 や 東 関 道 な ど の 整備 が 進 ん で い る が 、 県 土 の 均 衡あ る 発 展 の た め に は 、  （ 仮 称 ）茨 城 縦 貫 幹 線 道 路 整 備 構 想 や（ 仮 称 ） 鹿 行 南 部 道 路 計 画 の 早期 具 体 化 な ど 、 県 内 各 地 域 間 を結 ぶ 道 路 網 の 整 備 に よ り 、 交 流人 口 の 拡 大 や 地 域 産 業 の 活 性 化を 促 進 し て い く 必 要 が あ る 。　

－ 建 設 業 界 へ メ ッ セ ー ジ を

　
建 設 業 界 の 皆 さ ま に は 日 頃 の

県 土 整 備 は も と よ り 、 災 害 時 には い ち 早 く 現 場 の 最 前 線 で 復 旧工 事 を 行 う な ど 、 地 域 の 守 り 手と し て 県 民 生 活 を 支 え る 大 き な役 割 を 担 い 、 な く て は な ら な い存 在 と し て 活 躍 し て い た だ い てい る 。　
建 設 業 は 作 業 の 特 性 上 、 他 産

業 よ り 効 率 や 実 労 働 時 間 な ど に課 題 が あ る と 言 わ れ て い る こ とか ら 、 事 務 手 続 き な ど の 工 程 にお い て 業 務 の 効 率 化 を 推 進 し 、 用 し た 道 路 ・ 河 川 整 備 な ど に 取り 組 み 、 災 害 に 強 い 県 土 づ く りを 着 実 に 進 め て い か な け れ ば なら な い 。　
県 内 で は 東 関 道 の 開 通 や 圏 央

道 ４ 車 線 化 が 控 え て お り 、 人流 ・ 物 流 の 効 率 化 や 地 域 の 成 長基 盤 の 強 化 が 図 ら れ 、 さ ら に 活力 が 高 ま っ て い く こ と が 期 待 され て い る 。 私 の 地 元 の 常 陸 太 田市 で は 真 弓 ト ン ネ ル の 整 備 が 進ん で い る が 、 完 成 す れ ば 渋 滞 緩和 や 地 域 間 交 流 の 活 発 化 の み なら ず 、 日 立 総 合 病 院 へ の ア ク セス が 向 上 す る な ど の メ リ ッ ト もあ る 。 こ う し た チ ャ ン ス を 県 勢発 展 に つ な げ て い く た め に も 、一 刻 も 早 い 開 通 を 待 ち 望 ん で いる 。　

－ 建 設 業 界 へ メ ッ セ ー ジ を

　
イ ン フ ラ 整 備 や 強 靭 な 県 土 づ

く り に は 建 設 業 界 の 皆 さ ま の お力 が 必 要 不 可 欠 。 災 害 時 に は 自衛 隊 や 消 防 、 警 察 と 肩 を 並 べ るエ ッ セ ン シ ャ ル ワ ー カ ー で も ある 。 ま た 、 昨 年 末 に 発 生 し た 鳥イ ン フ ル エ ン ザ で は 県 建 設 業 協

時 間 外 労 働 の 縮 減 や 生 産 性 向 上に 取 り 組 ん で い た だ き た い 。 県で も 提 出 書 類 の 簡 素 化 や 電 子 契約 な ど を 引 き 続 き 推 進 す る と とも に 、 新 た に 、 オ ン ラ イ ン 電 子納 品 な ど 、 業 界 を 支 援 す る た めの 取 組 を 推 進 し て い る 。 皆 さ まも 業 務 改 善 に 取 り 組 み 、 担 い 手確 保 に つ な げ て い た だ き た い 。　
ま た 、 時 代 の 流 れ で 公 共 事 業

費 は 減 っ て い る が 、 事 業 量 をし っ か り と 確 保 し 、 労 務 単 価 を着 実 に 上 げ る こ と は 非 常 に 重 要だ 。 セ ン タ ー ラ イ ン も な い よ うな 道 路 は 危 険 だ し 、 旧 ３ Ｋ の まま で は 業 界 に 入 ろ う と い う 人 も出 て こ な い だ ろ う 。　
今 後 、 県 内 に お け る 河 川 氾 濫

や 震 災 対 応 な ど が 懸 念 さ れ る中 、 防 災 ・ 減 災 、 国 土 強 靭 化 を確 実 に 推 進 す る た め に は 、 皆 さま の 果 た す べ き 役 割 は ま す ま す大 き く な る 。 引 き 続 き 本 県 の 発展 に ご 尽 力 い た だ き た い 。　
建 設 業 が 多 く の 若 者 に 選 ば

れ 、 持 続 可 能 で 魅 力 あ る 産 業 とな る よ う 、 働 き 方 改 革 や 生 産 性向 上 な ど を 支 援 し て い き た い 。 会 の ご 協 力 を い た だ き 、 速 や かに 処 分 を 終 え る こ と が で き た 。重 ね て 感 謝 申 し 上 げ る 。　
一 方 で 、 業 界 で は 就 業 者 数 の

減 少 や 従 業 員 の 高 齢 化 が 進 み 、担 い 手 の 確 保 ・ 育 成 が 喫 緊 の 課題 と な っ て い る 。 建 設 業 が 働 き方 改 革 を 推 し 進 め る た め に は 、適 正 な 予 定 価 格 の 設 定 や 施 工 時期 の 平 準 化 、 積 極 的 な Ｉ Ｃ Ｔ 活用 な ど が 重 要 に な る 。 県 で は 労務 単 価 や 資 材 単 価 に 実 態 の 価 格変 動 を 速 や か に 反 映 さ せ る と とも に 、 適 正 な 価 格 で 受 注 で き る環 境 の 整 備 、 猛 暑 に 伴 う 作 業 不能 日 数 の 考 慮 な ど に も 努 め て いる 。 も ち ろ ん 、 こ う し た 取 組 は市 町 村 や 民 間 で も 実 施 し て い く必 要 が あ る 。　
議 会 と し て 、 引 き 続 き 建 設 業

が 持 続 可 能 な 産 業 と な る よ う 対策 を 講 じ て い く 。 建 設 業 界 の 皆さ ま も 働 き 方 改 革 を 推 進 し 、 担い 手 の 確 保 に 努 め て い た だ き たい 。 そ し て 、 県 土 の 均 衡 あ る 発展 の た め 、 今 後 と も 建 設 業 界 の皆 さ ま の お 力 添 え を お 願 い し たい 。
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プ ロ フ ィ ー ル

　
１ ９ ６ ４ 年

1 0月

2 6日 生 ま れ 。

6 0歳 。

当 選 ５ 回 。 い ば ら き 自 民 党 。 保 健 福 祉 医 療 委 員 会 委員 長 、 総 務 企 画 委 員 会 委 員 長 な ど を 歴 任 。 趣 味 は 音楽 鑑 賞 （ ヒ ッ プ ホ ッ プ 、 演 歌 ）  。 座 右 の 銘 は 自 分 の 名前 に も あ る 「 和 」  。 プ ロ フ ィ ー ル

　
１ ９ ５ ３ 年 ７ 月 ４ 日 生 ま れ 。

7 1歳 。

当 選 ５ 回 。 い ば ら き 自 民 党 。 農 林 水 産 委 員 会 委 員 長 、議 会 運 営 委 員 会 委 員 長 、 副 議 長 な ど を 歴 任 。 趣 味 は読 書 。 弓 道 は 四 段 の 腕 前 。 座 右 の 銘 は 「 凡 事 徹 底 、一 燈 照 隅 、 有 意 注 意 」  。

　
２ ０ ２ ４ 年 第 ４ 回 県 議 会 定 例 会 で 第 １ １ ７ 代 議 長 に 西 野 一 氏 が 、 第 １ １ ８

代 副 議 長 に 戸 井 田 和 之 氏 が 選 出 さ れ た 。 自 然 災 害 が 頻 発 化 ・ 激 甚 化 す る 中 、人 口 減 少 や 物 価 高 騰 な ど の 課 題 も 多 く 、 大 井 川 県 政 の 目 指 す 「 活 力 が あ り 、県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 」 の 実 現 に は 、 二 元 代 表 制 の 片 翼 で あ る 県 議 会 が 非 常に 大 き な 役 割 を 担 っ て い る 。 両 氏 に 新 正 副 議 長 就 任 の 抱 負 や 議 会 の 運 営 方針 、 建 設 業 へ の 思 い な ど を 聞 い た 。
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社 会 資 本 整 備 を 通 し て 、 さ ら な る 県 政 発 展 に 貢 献 し ま す

㈱ ア レ ス コ

㈲ イ イ ム ラ

市 村 土 建 ㈱

㈱ 大 場 工 務 店

㈱ 岡 崎 土 建

㈱ 小 貫 工 業

㈱ 木 村 工 務 店

㈱ キ ン ダ イ

九 島 産 業 ㈱

㈱ 兼 祐

興 民 建 設 ㈱

小 桜 建 設 ㈱

㈱ 紺 野 工 務 店

堺 建 設 ㈱

㈱ 三 企 工 業

篠 﨑 建 設 ㈱

㈲ シ ン ケ ン

㈱ 進 貢

原 田 建 設 ㈱

㈱ 日 高 建 材

㈱ 広 伝

福 井 建 設 ㈱

双 葉 建 装 ㈱

平 成 建 設 ㈱

㈱ 松 永 工 務 店

㈲ 路 川 工 務 店

㈱ 菱 伸 工 営

㈱ 鈴 木 工 務 店

㈲ 竹 林 組

千 代 田 建 設 ㈱

㈲ 塚 田 埋 設 工 事

東 亜 興 業 ㈱

中 沢 機 工 ㈱

白 田 組 土 木 ㈱

白 田 建 設 ㈲

㈱ 長 谷 川 工 務 店

茨 城 県 建 設 業 協 会 土 浦 支 部 石 岡 分 会
分 会 長  松 永 　 英 信 （ ㈱ 松 永 工 務 店 ）

理 事  長 谷 川 敏 久 （ ㈱ 長 谷 川 工 務 店 ） 理 事  白 田 　 二 朗 （ 白 田 組 土 木 ㈱ ） 理 事  路 川 　 雅 博 （ ㈲ 路 川 工 務 店 ）

監 事  大 場 　 俊 之 （ ㈱ 大 場 工 務 店 ） 監 事  篠 﨑 　 正 和 （ 篠 﨑 建 設 ㈱ ） 顧 問  飯 村 　 一 夫 （ ㈲ イ イ ム ラ ）

副 分 会 長  岡 﨑 　 二 朗 （ ㈱ 岡 崎 土 建 ） 　 　 　 副 分 会 長  大 和 田 久 進 （ 東 亜 興 業 ㈱ ）


